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裁判所が日本を悪くした！ あきらめない何度でも闘うぞ！

日本通運における労働契約法第 18 条の雇止め裁判
は、先行した川崎事件が不当判決で公訴棄却された。
東京事件の判決が、今日の 11 月 1 日、東京地裁で行
われる。裁判を前に裁判所門前で、「ユニオンネット
お疲れさま」が呼びかけ、労働組合、ユニオン、支
援団体が結集した。注目の労契法 18 条のもとで「法
律違反があった」「雇い止めした」が立証、正当な裁
判の裁きを求め、10:00 から裁判所門前で宣伝行動が
行われた。

【東京高裁前宣伝行動】10:00
高裁前には当該ユニオンは勿論のこと、多くの労

働者が駆けつけた。原告の O さん(ユニオンネットお
互いさま組合員)の笑顔を見たい。「雇い止め」は違
法であり、「雇い止め」を乱発してきた全国の企業に鉄槌を、労働
者に希望を回復させる裁判にさせたい。そんな思いの労働者が駆け
つけた。

◆司会者
皆さん日通 18 条裁判判決の日になりました。何としても勝利判

決で Oさんを職場に戻しましょう。
◆ユニオンネットお互いさま
4 年半の裁判闘争から、決着の日が来ました。職場復帰を譲ること
はできない。3/31には 10年目の闘いで、理化学研究所で勝利した。
闘いは続きます頑張ります

◆コミュニティユニオン全国ネットワーク
有期雇用で、本人も家族も悩んでいるのが現状です。全国の公務

非正規者も全国アンケートで「雇用不安定」をトップに上げている。
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有期雇用を改善しようと 18 条がある。裁判所は公正な判決で非正規 2000 万人労働者の思いに応え
てほしい。

◆全労協
日通は不当な労働環境を作り出している。だからこそ法律違反の雇い止めを繰り返す。民主主義

を守れ公正な判決に声を上げる。雇い止めがに不安をも持つ労働者のために頑張りましょう。

◆全川崎労連
私たちは残念にも高裁で敗訴した。川崎事件は、汚いトリックを使ってサインをさせて切り捨て

た。人間として裁判長は判断してほしい。文章だけで判断して良いのか？川崎の仇を東京で晴らし
てもらいたい。

◆JAL被解雇者労働組合
12 年の闘いをぶれることなく闘い続ける私たちも裁判所には酷い目あってきた。O さんの頑張り

を支援しています。安心した社会をつくるために勝利判決で頑張りましょう。

◆全労ユナイテッド分会
解雇され 7年、闘い続ける。終結は微塵も思っていない。ともに頑張りましょう

◆東部労組
労契法 18条に期待を持つ労働者は多い。「正社員になれるんですね」の希望する声が多くあった。

「正社員になれないが、無期雇用になる。日通のやり方は酷い有期雇用にこだわり頑張りましょう。
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◆京浜ユニオン
日通は無期転換逃れをやめろ！裁判所は法律違反を許すな！ともに頑張りましょう、

◆女闘労倶楽部
私たちもここで闘いました。

高裁で勝たなければダメです。
絶対に勝ちましょう。

◆N関労
労働者を保護する労契法を裁判所は理解してほしい。真っ当な判決をしてほしい。

◆ねりま地域ユニオン
労働相談は非正規労働者からの声が多く届く。非正規雇用者に希望ある判決をしてほしい。

◆女性ユニオン
女性を使い捨てするな！企業は抜け道で労働者を解雇する。O さんの職場復帰を勝ち取りましょ

う。

◆ユニオンネット平和センター
闘いから４半頑張った。

平和フォーラムで署名を集めた全国の仲間が注視している。Oさんを職場に戻す。公正な裁判しろ！
絵が戻るよう

◆原告Oさん
有期雇用はいつ辞めさせられるか不安の毎日でした。やっと無期雇用転換に駆体を寄せた思いを砕
かれました。日通を許しません。何としても判決を勝ち取ります。皆さんの応援を胸に頑張ります
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【高裁開廷】11:00

「合理性があり、控訴棄却」聞こえないぞ！ハッキリ言え！
東京高裁第 104号法廷の傍聴席を埋めた。被告席には弁護士も被告も入廷しない。

11:00 法廷の扉が開き、中村也寸志裁判長が入廷、席に座るやか細い声で判決を発した。
「合理性があり、控訴棄却」。傍聴席から、聞こえない！ハッキリ言え、裁判所が日本を悪くした！
等々の不満と抗議の声が飛んだ。

【裁判所前】11:10

裁判所は企業の番犬か！ 中村也寸志裁判長、おまえは非正規2000万人を敵に回したぞ！
裁判所前には傍聴者たちも集まった。判決の

旗を持ったお互いさま組合員不当判決の旗をか
ざした。支援者たちから、裁判所に「高裁は公
正な裁判ができないのか」「企業に沿った判決
はヤメロ」の怒号が飛び交った。

【報告集会・弁護士会館】11:30
高裁の不当判決を受け、隣接する弁護士会館

に場所を移し報告集会を開いた。参加者は 53
名。

(弁護士からの報告)
◆海渡弁護士
大手企業に対する裁判所の後ろ向きは全く許されない。地裁判決の不足分を高裁で補い進めてき

た。とりわけ企業内基準については詰め、裁判所も理解した。しかし、判決段階で内部基準を避け
た。この判決に全く合理性を欠き無茶なものだ。引く下がれない。今後も闘う！

◆花垣弁護士
原告が有期雇用への期待を抱くものであっても、合理性を欠くものではない。裁判官は判決でこの
部分を主張した。18 条の潜脱も認められないと結論づける。無期転換ルールの 18 条を無視するよ
うに、日通は社内運用ルールを作り、バッサリと 18条を切った。裁判所はあくまでも潜脱はしてい
ないと強調した。しかし、裁判所が判断したことは認めない。これでは門前払い方式になる。

◆Oさん(原告)
私の言い分を多く認めていながら、判決文には削除され、最後の最後になってこちらの主張を認

めない。どうしてこうなっちゃうのか理解に苦しむ。すごく矛盾を感じています。この判決は納得
いきません。

◆ユニオンネットお互いさま（当該組合）
この判決は納得ができない。原告から数多くの基準を判決では削除した。非正規労働者の実態と

労契法 18条を踏み倒した司法と闘いは終わらない。上告も視野に闘い続ける。


